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(57)【要約】
　本発明は、無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリング
ライトの赤外線リモコン可能な家電用システムを開示し
、携帯電話と、シーリングライトと、シーリングライト
内に設けられている無線制御可能なランプとを含み、前
記無線制御可能なランプは、処理モジュールと、前記処
理モジュールにそれぞれ接続されているＬＥＤランプ群
、ＷＩＦＩモジュール、赤外線受信管及び赤外線送信管
とを含む。無線制御可能なランプは、家電のリモコン装
置からの赤外線コードを学習することができ、ＷＩＦＩ
を介して携帯電話に送信し、次に携帯電話を操作してコ
マンド信号を送信し、無線制御可能なランプにより赤外
線コードを送信して家電を制御することができる。同時
に、携帯電話におけるＡＰＰは、クラウドサーバから赤
外線コードライブラリをダウンロードしてもよく、次に
、ＡＰＰを直接操作することで、ランプは、上記の送信
のロジックに従って、赤外線コードを送信して家電を制
御する。本発明は、携帯電話が無線インテリジェントラ
ンプを制御するとともに、携帯電話が無線インテリジェ
ントランプにより赤外線リモコン機能付きの家電を制御
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯電話と、シーリングライトと、前記シーリングライト内に設けられている無線制御
可能なランプとを含み、
　前記無線制御可能なランプは、プロセッサーと、前記プロセッサーにそれぞれ接続して
いるＬＥＤランプ群、無線ネットワークモジュール、赤外線受信管及び赤外線送信管とを
含み、
　前記無線ネットワークモジュールは、無線ネットワークを介して前記携帯電話に接続し
、
　前記赤外線送信管は、赤外線を送信することで、外部の被制御家電を制御する、ことを
特徴とする無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト用の赤外線リモコンで操作可
能な家電のシステム。
【請求項２】
　前記無線制御可能なランプには、少なくとも５つの赤外線送信管が設けられ、
　前記無線制御可能なランプには、少なくとも１つの赤外線受信管が設けられる、ことを
特徴とする請求項１に記載の無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト用の赤外線
リモコンで操作可能な家電のシステム。
【請求項３】
　前記赤外線送信管の放射中心線と水平線の挟角は、３０°～１６０°である、ことを特
徴とする請求項１に記載の無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト用の赤外線リ
モコンで操作可能な家電のシステム。
【請求項４】
　前記無線制御可能なランプは、処理モジュールと、前記処理モジュールにそれぞれ接続
する赤外線学習モジュール、伝送モジュール、送信モジュール、無線ネットワークモジュ
ール及びＬＥＤランプ群モジュールとを含み、
　前記赤外線学習モジュールは、被制御家電のリモコン装置からの赤外線コードを受信し
て学習した後に、処理モジュールに送信し、
　前記処理モジュールは、前記赤外線コードをリモコンコマンドファイルデータに作成し
てから伝送モジュールに送信し、
　前記伝送モジュールは、無線ネットワークモジュールを介して、リモコンコマンドファ
イルデータを携帯電話に送信し、携帯電話からの制御コマンドを受信し、携帯電話に操作
された後に、無線ネットワークモジュールを介して処理モジュールに伝送して、前記送信
モジュールによってリモコンコマンドファイルデータを被制御家電に送信する、ことを特
徴とする請求項１に記載の無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト用の赤外線リ
モコンで操作可能な家電のシステム。
【請求項５】
　インテリジェント無線シーリングライトのリモコン方法であって、当該インテリジェン
ト無線シーリングライトのリモコンシステムは、携帯電話と、シーリングライトとを含み
、前記シーリングライトは、無線制御可能なランプを含み、前記インテリジェント無線シ
ーリングライトのリモコン方法は、赤外線学習ステップ及び赤外線送信ステップを含み、
　赤外線学習ステップは、
　Ａ１、学習のために、携帯電話におけるＡＰＰの対応するボタンを押して、家電のリモ
コン装置に学習すべきボタンを押して赤外線コードを送信するステップと、
　Ａ２、無線制御可能なランプは、被制御家電に対応する赤外線コードを学習し、リモコ
ンコマンドデータに変換し、無線ネットワークを介して携帯電話に送信するステップと、
　Ａ３、携帯電話は、リモコンコマンドファイルデータを取得して、リモコンコマンドフ
ァイルデータを基づいてリモコンコマンドファイルのデータベースを更新するステップと
、
　を含み、
　赤外線送信ステップは、
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　Ｂ１、携帯電話は、リモコンコマンドファイルデータベースを呼び出し、被制御家電に
対応するリモコンコマンドファイルデータを取得して、それを無線ネットワーク又は移動
通信システムを介して無線制御可能なランプに送信するステップと、
　Ｂ２、無線制御可能なランプは、前記リモコンコマンドファイルデータを受信し、復調
した後、赤外線コードを被制御家電に送信するステップと、
　を含む、ことを特徴とするインテリジェント無線シーリングライトのリモコン方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リモコンシステムに関し、特に無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングラ
イト用の赤外線リモコンで操作可能な家電のシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人類の社会生活の中に欠くことのできない照明機器は、とても大切な生活必需品の１つ
となっており、使用範囲が広い。科学技術の発展に伴い、各種家庭用品、家庭用電化製品
もますますインテリジェント化が加速し、多くさまざまに変わっていく。しかし、これま
で必ず問題が生じてくるのは、より多くの家庭用電化製品にはリモコンが必要となり、現
代の家族の中で、通常、スマート家電のリモコンが見つけられないことにただ気が焦るば
かりである。一つの製品を使用することで、これらのインテリジェント製品を統一的に実
現できれば、リモコン数が多すぎるという状況を避けることができ、一時的にリモコンが
見つからない時も悩まない。
【０００３】
　従来技術において、万能型リモコン装置は、広く使用されており、通常、データベース
を使用し、その動作原理は、多くのブランド及び機種の赤外線リモコン装置の元制御コー
ドを収集した後、それらをメモリに記憶しておき、使用者が使用する前にリストの検索を
必要とするが、リストに作成したブランド及び機種の赤外線リモコン装置を検索した後、
リモコン機能を実行する。
【０００４】
　しかし、万能型リモコン装置は全てのブランド及び機種の赤外線リモコン装置の元制御
コードを収集できないので、万能型リモコン装置の使用には制限がある。
【０００５】
　科学技術の継続的な発展に伴い、スマート家電製品が登場し、携帯電話で制御できる。
しかしながら、対応する家電はＷＩＦＩモジュール又はブルートゥース（登録商標）付き
のスマート家電である必要があり、ユーザーが既存の家電を交換することは、頻繁に行わ
れることではない。たとえ既存のＷＩＦＩスマートテレビ、ＷＩＦＩスマート空調などで
も、本体制御により制限され、スマート家電を１台買っても、携帯電話が他の従来の家電
を制御するという目的が達成できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、家庭用電気製品を統一的に制御できるインテリジェント無線シーリングライ
トのリモコンシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このため、無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト用の赤外線リモコンで操作
可能な家電のシステムは、携帯電話と、シーリングライトと、シーリングライト内に設け
られている無線制御可能なランプとを含み、前記無線制御可能なランプは、プロセッサー
と、前記プロセッサーにそれぞれ接続するＬＥＤランプ群、無線ネットワークモジュール
と、赤外線受信管と、赤外線送信管とを含み、かつ、前記ＷＩＦＩモジュールは無線ネッ
トワークを介して前記携帯電話に接続し、前記赤外線送信管は、赤外線を送信することで
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外部の被制御家電を制御する。
【０００８】
　上記の技術的解決手段において、携帯電話がＷＩＦＩを介してシーリングライトを制御
すると同時に、シーリングライト内に設けられた無線制御可能なランプは、赤外線コード
を学習し及び送信することができる。このようにして、携帯電話は、ランプにより赤外線
リモコン機能付きの家電を制御することができる。無線制御可能なランプは、赤外線受信
管と、赤外線送信管とを含む。赤外線受信管は家電のリモコン装置からの赤外線コードを
学習することができ、次に、処理モジュールにより処理された後、ＷＩＦＩモジュールは
ＷＩＦＩを用いてパラメータをユーザーの携帯電話に送信して保存する。ユーザーは、赤
外線コードに対応する携帯電話におけるＡＰＰのボタンを操作して、ＷＩＦＩを介して送
信される赤外線コードのパラメータがＷＩＦＩモジュールを通じて処理モジュールに送信
して処理される。その後、赤外線送信管は、パラメータに基づいて赤外線コードを送信し
、つまりランプが赤外線コードを送信し、家電を制御する。同時に、携帯電話におけるＡ
ＰＰは、クラウドサーバから赤外線コードライブラリをダウンロードしてもよく、次に、
ＡＰＰを直接操作することで、ランプは、上記の送信のロジックに従って、赤外線コード
を送信して家電を制御する。
【０００９】
　前記赤外線送信管は、前記無線制御可能なランプ内に少なくとも５つ設けられ、前記赤
外線受信管は、前記無線制御可能なランプ内に少なくとも１つ設けられることが好ましい
。　
【００１０】
　前記赤外線送信管の放射中心線と水平線との挟角は、３０°～１６０°であることが好
ましい。
【００１１】
　前記無線制御可能なランプは、処理モジュールと、前記処理モジュールにそれぞれ接続
する赤外線学習モジュール、伝送モジュール、送信モジュール、ＷＩＦＩモジュール及び
ＬＥＤランプ群モジュールとを含み、
　前記赤外線学習モジュールは、被制御家電のリモコン装置からの赤外線コードを受信し
て学習した後に、処理モジュールに送信し、前記処理モジュールは、前記赤外線コードを
リモコンコマンドファイルデータに作成してから伝送モジュールに送信し、
　前記伝送モジュールは、無線ネットワークモジュールを介して、リモコンコマンドファ
イルデータを携帯電話に送信し、携帯電話からの制御コマンドを受信し、携帯電話に操作
された後に、無線ネットワークモジュールを介して処理モジュールに伝送して、前記送信
モジュールによってリモコンコマンドファイルデータを被制御家電に送信することが好ま
しい。
【００１２】
　インテリジェント無線シーリングライトのリモコンコントロール方法は、当該インテリ
ジェント無線シーリングライトのリモコンシステムは、携帯電話と、シーリングライトと
を含み、前記シーリングライトは、無線制御可能なランプを含み、前記インテリジェント
無線シーリングライトのリモコン方法は、赤外線学習ステップ及び赤外線送信ステップを
含み、
　赤外線学習ステップは、
　Ａ１、学習のために、携帯電話におけるＡＰＰの対応するボタンを押して、家電のリモ
コン装置に学習すべきボタンを押して赤外線コードを送信するステップと、
　Ａ２、無線制御可能なランプは、被制御家電に対応する赤外線コードを学習し、リモコ
ンコマンドデータに変換し、無線ネットワークを介して携帯電話に送信するステップと、
　Ａ３、携帯電話は、リモコンコマンドファイルデータを取得して、リモコンコマンドフ
ァイルデータを基づいてリモコンコマンドファイルのデータベースを更新するステップと
、を含み、
　赤外線送信ステップは、
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　Ｂ１、携帯電話は、リモコンコマンドファイルデータベースを呼び出し、被制御家電に
対応するリモコンコマンドファイルデータを取得して、それを無線ネットワーク又は移動
通信システムを介して無線制御可能なランプに送信するステップと、
　Ｂ２、無線制御可能なランプは、前記リモコンコマンドファイルデータを受信し、復調
した後、赤外線コードを被制御家電に送信するステップと、を含む。
【００１３】
　上述の技術的解決手段において、無線ネットワークのカバレッジ範囲内で携帯電話が家
電を制御できれば、複数のシーリングライトを用いてもよく、異なる部屋又は領域に配置
してもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　上述の技術的解決手段を採用することにより、本発明は、従来技術に比べて以下の利点
を有している。
　１、当該システムの無線制御可能なランプはリモコンコマンド学習機能を有し、外部の
被制御家電を増加または変更するときに、当該無線制御可能なランプは新しいリモコンコ
マンドも学習することができる。
　２、当該システムのランプは通常天井板に設けられ、位置が高く遮蔽物がないので、外
部の家電を集中制御することに対して強い優位性を有する。
　３、当該システムは携帯電話でリモコン装置を代替し、かつ携帯電話に外部の家電の型
番を追加及び保存できる。現代人の生活に欠かせないものとなった携帯電話が、リモコン
装置が見つからない状況を効果的に防止する。
　４、本発明は、シーリングライトのランプカバー自身の拡散板を利用し、赤外線を広範
囲に拡散し、これによって、任意の位置での家電を制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は赤外線送信管と赤外線受信管を示す配置模式図である。
【図２】図２は無線ＷＩＦＩ付インテリジェントシーリングライトの赤外線制御を示す構
成図である。
【図３】図３は無線ＷＩＦＩ付インテリジェントシーリングライトを示すアプリケーショ
ンブロック図である。
【図４】図４は無線ＷＩＦＩ付インテリジェントシーリングライトを示す側断面図である
。
【図５】図５は無線ＷＩＦＩ付インテリジェントシーリングライトを示す底面図である。
【符号の説明】
【００１６】
　１、赤外線送信管；２、赤外線受信管；３、シーリングライト；４、ＬＥＤランプ群。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面と実施例を参照して、本発明について更に説明する。
　＜実施例１＞
　図１－５に示すように、無線ＷＩＦＩインテリジェントシーリングライト３用の赤外線
リモコンで操作可能な家電のシステムは、携帯電話と、シーリングライト３と、シーリン
グライト３内に設けられた無線制御可能なランプとを含む。無線制御可能なランプは、ｍ
ｃｕプロセッサーと、ＬＥＤランプ群４と、ＷＩＦＩモジュールと、赤外線受信管２と、
赤外線送信管１とを含む。ＬＥＤランプ群４、ＷＩＦＩモジュール、赤外線受信管２及び
赤外線送信管１は、それぞれｍｃｕプロセッサーに電気接続される。ＷＩＦＩモジュール
は、ＷＩＦＩを介して携帯電話に接続し、赤外線送信管１は、赤外線を送信して外部の被
制御家電を制御する。
【００１８】
　赤外線送信管１は、無線制御可能なランプの中心の周方向に６つ設けられ、その中心に
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外線送信管１の放射中心線と水平線との挟角は７５゜であり、赤外線送信管１全体の放射
角は１６０゜である。
【００１９】
　無線制御可能なランプは、処理モジュールと、それぞれ処理モジュールに接続した学習
モジュール、伝送モジュール、送信モジュール及びＬＥＤランプ群４とを含む。各モジュ
ールは、回路により電気接続される。
【００２０】
　携帯電話がＷＩＦＩを介してシーリングライト３を制御すると同時に、シーリングライ
ト３内に設けられた無線制御可能なランプは、赤外線コードを学習し及び送信することが
できる。このようにして、携帯電話は、ランプにより赤外線リモコン機能付きの家電を制
御することができる。無線制御可能なランプは、赤外線受信管２と、赤外線送信管１とを
含む。赤外線受信管２は家電のリモコン装置からの赤外線コードを学習することができ、
次に、処理モジュールにより処理された後、ＷＩＦＩモジュールはＷＩＦＩを用いてパラ
メータをユーザーの携帯電話に送信して保存する。ユーザーは、赤外線コードに対応する
携帯電話におけるＡＰＰのボタンを操作して、ＷＩＦＩを介して送信される赤外線コード
のパラメータがＷＩＦＩモジュールを通じて処理モジュールに送信して処理される。その
後、赤外線送信管１は、パラメータに基づいて赤外線コードを送信し、つまりランプが赤
外線コードを送信し、家電を制御する。同時に、携帯電話におけるＡＰＰは、クラウドサ
ーバから赤外線コードライブラリをダウンロードしてもよく、次に、ＡＰＰを直接操作す
ることで、ランプは、上記の送信のロジックに従って、赤外線コードを送信して家電を制
御する。
【００２１】
　ＷＩＦＩのカバレッジ領域において、シーリングライト３は３つ設けられる。携帯電話
は、同時にまたは別々に、３つのシーリングライト３により制御される家電を操作するこ
とができる。
【００２２】
　当該インテリジェント無線シーリングライト３のリモコンシステムは、携帯電話と、シ
ーリングライト３とを含む。シーリングライト３は、無線制御可能なランプを含む。イン
テリジェント無線シーリングライト３のリモコン方法は、赤外線学習ステップ及び赤外線
送信ステップを含む。
　赤外線学習ステップは、以下のとおりである。
　１、学習のために、携帯電話におけるＡＰＰの対応するボタンを押して、家電のリモコ
ン装置に学習すべきボタンを押して赤外線コードを送信する。
　２、シーリングライト３内の無線制御可能なランプの赤外線受信管２は、赤外線コード
を受信し、処理モジュールで処理された後に、ＷＩＦＩを介して携帯電話に送信する。
　３、携帯電話は、赤外線のパラメータを取得した後、対応するボタンの機能パラメータ
を保存する。
【００２３】
　赤外線送信ステップは、以下のとおりである。
　１、携帯電話におけるＡＰＰの学習したボタンを押して、ＷＩＦＩを介して赤外線パラ
メータを送信して、ランプのＷＩＦＩモジュールにより赤外線パラメータを受信する。
　２、ランプのＷＩＦＩモジュールは、赤外線パラメータをｍｃｕプロセッサーに送信し
て処理し、次に、赤外線コードを赤外線送信管１に送信し、このようにして、対応する家
電を制御することができる。
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【要約の続き】
することができ、モノのインターネットの実現を容易にする。
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